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2010年年年年度業績度業績度業績度業績: 

顧客顧客顧客顧客志向志向志向志向とととと経済経済経済経済へのへのへのへの資金供給資金供給資金供給資金供給にににによりよりよりより好業績好業績好業績好業績をををを達成達成達成達成。。。。 

ババババーーーーゼルゼルゼルゼルⅢⅢⅢⅢのののの枠組枠組枠組枠組みのみのみのみの下下下下でででで、、、、追加追加追加追加増資増資増資増資はははは不要不要不要不要。。。。 

 
本書は、英語による Crédit Agricole SA 2010 年度年次報告書の抄訳であり、英語による原文がすべての点に

おいてこの日本語の抄訳に優先します。疑義がある場合には英語の原文に従い解釈をお願いいたします。 

 

クレディクレディクレディクレディ・・・・アグリコルアグリコルアグリコルアグリコル・・・・グループグループグループグループ* 

 2010年度年度年度年度 

純利益純利益純利益純利益 – グループグループグループグループ帰属分帰属分帰属分帰属分: 36億億億億ユーロユーロユーロユーロ、、、、31.5%増増増増加加加加 

営業総利益: 134億ユーロ、14.6%増加 

営業利益: 82億ユーロ、57.9%増加 

ティアティアティアティア 1 レシオレシオレシオレシオ: 10.3% 

 

* 地域銀行、地方金庫、クレディ・アグリコルS.A.及びその子会社 

 

 

 

クレディクレディクレディクレディ・・・・アグリコルアグリコルアグリコルアグリコル S.A. 

2010年度年度年度年度 

純利益純利益純利益純利益グループグループグループグループ帰属分帰属分帰属分帰属分: 12億億億億6,300万万万万ユーロユーロユーロユーロ、、、、12.3%増加増加増加増加 

営業総利益： 69億4,200万ユーロ、 20.5%増加 

リスク関連費用: 37億7,700万ユーロ、19.4%減少 

ティアティアティアティア1 レシオレシオレシオレシオ: 10.6% 、、、、内内内内コアコアコアコア・・・・ティアティアティアティア1: 8.4% 

 

2010年第年第年第年第4四半期四半期四半期四半期 

銀行業務純利益銀行業務純利益銀行業務純利益銀行業務純利益: 前年同期比前年同期比前年同期比前年同期比8.1%増加増加増加増加 

営業総利益営業総利益営業総利益営業総利益: 前年同期比前年同期比前年同期比前年同期比8.1%増加増加増加増加 

リスクリスクリスクリスク関連費用関連費用関連費用関連費用: 前年同期比前年同期比前年同期比前年同期比41.8%減少減少減少減少 

純利益純利益純利益純利益グループグループグループグループ帰属分帰属分帰属分帰属分: ‐‐‐‐3億億億億2,800万万万万ユーロユーロユーロユーロ 
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クレディクレディクレディクレディ・・・・アグリコルアグリコルアグリコルアグリコル・・・・グループグループグループグループ 

クレディ・アグリコル・グループ全体で、前年比31.5%増の36億ユーロの純利益グループ帰属分を達成しました。

臨時的な事項に関する経営上の決定や将来に備えて健全な基盤を整えるために採用された対策による影響が

大きかったにもかかわらず、この業績が達成されたことは、注目すべきであるといえます。それらの決定や対

策とは、インテサ・サンパオロ(Intesa Sanpaolo)の持ち分を会計処理上再分類したことや、ギリシャの子会社エンポ

リキの営業権減損費用、事業部門の幾つかの子会社の経営上の統合などです。 

 

2010年の当グループの事業は、リテール・バンキングネットワークと関連事業部門（保険、資産運用、専門金

融サービス）全般に渡り、堅調な事業推進力が反映されました。今年度の業績結果は、クレディ・アグリコル・グ

ループのビジネス・モデルの妥当性を裏付けています。これは当グループのプロジェクトが発表された時点で

再確認されました。当ビジネス・モデルは、リテール・バンキングとそれに関連する専門事業の優位性に基づい

て構築されています。それによって、リテール・バンキングのネットワークが事業部門の銀行業務純利益の60%

以上を、フランスの支店ネットワークだけでも同純利益の50%以上を生み出しているのです。 

  

 この収益の伸びに加えて、経常費用の抑制とリスク関連費用の大幅な低下によって、営業利益は58%増のほ

ぼ82億ユーロに達しました。これは当グループの継続事業の強さを示すものです。 

 

 2010年12月31日現在の貸付ローン残高は4,574億ユーロであり、当グループは、フランス経済に資金を供給す

る上で毎年のように首位的立場を維持しています。個人、スモール・ビジネス（中小企業）、或いは法人顧客を含

む、その数5,400万のクライアントの皆様の事業を支える責務を当グループは果たしています。 

  

* 

*   * 

クレディクレディクレディクレディ・・・・アグリコルアグリコルアグリコルアグリコルS.A. 

 

2011年2月23日に、2010年12月31日を期末とする1年間の業績を見直し、決算報告を承認するためにジャンマ

リ・サンデールを議長とするクレディ・アグリコルS.A.の取締役会が開かれました。取締役会は、以前にフランス

の プルデンシャル監督機構 （Prudential Supervision Authority：ACP） に提出された自己資本に対する新規の会計

処理方法の適用も承認致しました。 

  

 クレディ・アグリコルS.A.の会長であるジャンマリ・サンデール及びCEOであるジャンポール・シフレは、これら

の自己資本に関する会計処理方法が当グループの財務のストラクチャーの本質的な堅実性を裏付けていると

認識しています。 

  

 クレディ・アグリコルS.Aの業績結果の発表で、シフレは、経済危機からの脱出、幾つかの欧州国政府のソルベ

ンシー（支払い能力）問題、現在進められている銀行の自己資本に関するレギュレーションの改革などの面にお

いて、2010年が不確実性の一年であったと指摘しました。 

  

クレディ・アグリコルS.A.の2010年度の業績結果は、堅調な事業推進力を反映しており、特にフランスのリテー

ル・バンキングに加えて、支店ネットワークに従事する事業部門の子会社の合理化の継続とリスク関連費用の

減少傾向を反映しています。 

 

国際リテール・バンキングと法人営業及び投資銀行部門（CA-CIB）を含めた、全ての事業部門における業績の

力強い伸びが推進力となり、銀行業務純利益は、同一条件及び一定の為替レートのもとで7.8%増加しました。こ

の業績は、費用が抑えられる中で達成されたものです。エバーグリーン・プロジェクト（本社移転プロジェクト）、

ニース・プロジェクト（NICE project）、シャルトル・データー・センター（Chartres data centre）のような将来利益を生み

出す主要なプロジェクトのコストを含め、費用は3.9%増加しました。また業績は、事業部門の統合が成果を上げ

たことによっても達せされました。ソフィンコ/フィナレフ（Sofinco/Finaref）と、クレディ・アグリコル・リーシング（Crédit 

Agricole Leasing）/ユーロファクター（Eurofactor）の合併、アムンディの創設の成功、クレディ・アグリコル・アシュアラ

ンス（Crédit Agricole Assurances）の強化などが挙げられます。 
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全体的には、営業総利益は同一条件のもとで16.1%増加しました。これは当グループの着実な組織的成長を

反映しており、地域銀行のグループ総利益も16.4%と目覚ましく増加したことによっても裏付けられました。 

  

 リスク関連費用が著しく減少（19.4%低下）したことも2010年のハイライトです。リスク関連費用は、着実に四半期

ごとに低下しました。この低下には全ての事業部門が寄与しており、なかでもCA-CIBは顕著に低下し、それより

も減少率は小さかったものの支店ネットワーク(LCL、国際リテール・バンキング)及び消費者金融部門でもリスク

関連費用は低下しました。 

  

更に、2010年の業績結果には幾つかの極めて重要な項目が組み込まれています。但し、これらは臨時的項

目であり、以下の項目を含みます。インテサ・サンパオロの株式持ち分の一部売却の影響額（‐1億7,100万ユー

ロ）と残りの持ち分を非連結化し、著しい影響を取り除きました (-12 億4000万ユーロ)。また、エンポリキの営業

権の減損費用が4億1,800万ユーロ計上されました。また、4,000万ユーロ以上のプラスの影響を生んだ生命保険

の「資産移転譲渡税（exit tax）」を認識したことも、項目のひとつです。 

  

自己資本自己資本自己資本自己資本のののの新規会計新規会計新規会計新規会計処理処理処理処理 

 

取締役会は、新しいレギュレーションに沿って、自己資本比率の計算に関する新規会計処理方法を承認しま

した。 

  

  -協同組織形態の銀行は、現在上場株式及び非上場株式として保有しているグループ内持ち分が新規会計

処理方法の対象となっているため、今後クレディ・アグリコルS.A.が保有する地域銀行の持ち分をティア１から

50%、ティア2から50％控除されることはありませんが、加重した後でリスク加重資産の合計に加えられることに

なります。こうした新しい会計処理方法は、2010年12月31日付で有効になりました。従って12月31日現在の自己

資本比率はこの基準に基づいて計算されます。この会計処理方法の変更が与える影響は、コア・ティア１比率で

約‐120ベーシス・ポイント、ティア1比率で約+40ベーシス・ポイント、全体的な比率で約+200ベーシス・ポイントと

なります。 

  

  -新バーゼルⅢの要件を満たすために、株主前払金や劣後債券（T3CJ）などはティア１普通株式株主資本の

新規コア・ティア１の計算には計上されません。これらの代わりになる方法の中で、フランスのプルデンシャル

監督機構は”変換保証”（switch guarantees）と呼ばれるグループ取引の原則を承認しました。これはクレディ・アグリ

コルS.A.の地域銀行への投資資本の持ち分法による価額が減少した場合のリスクを、各地域銀行が保証する形

で、カバーするよう設計されています。その結果、クレディ・アグリコルS.A.がこれらの証券を保有するための自

己資本条件は、保証人（地域銀行）に移転されることになります。同様な変換メカニズムが保険分野でも設定さ

れる予定です（Insurance switch）。これによってクレディ・アグリコル・アシュアランスの資本部分の下落の全て或

いは一部が保証されることになります。 

  

この解決法は、希薄化するものでも、クレディ・アグリコル・グループの支払い能力（ソルベンシー）のポジショ

ンを変えるものでもなく、当グループの内部の柔軟性を活かすものであり、2011年末までには実施されます。こ

れによりクレディ・アグリコルS.A.は、追加増資を行うことなくバーゼルIIIの要件を満たすことになります。 

  

* 

*   * 

取締役会は、2011年5月18日の年次総会で、1株当り0.45ユーロの配当を株主が承認するように提案する予定

です。配当の支払いについては2つのオプションが用意されています。 

� 現金での全額支払い 若しくは 

� 株式での全額支払い 

 

取締役会では、クレディ・アグリコルS.A.の最大株主であるS.A.S.Rue la Boétie は、新株による配当支払いのオ

プションを強く支持していると表明し、次回の年次総会で承認されることを条件として、新株による配当支払いが

行われるであろうと示唆しました。 
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決算決算決算決算スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール 

  2011年3月17日   クレディ・アグリコルS.A.中期経営発表   

  2011年5月13日   2011年度第1四半期決算発表 

  2011年5月18日   年次総会 

  2011年5月26日   権利落ち日 （配当支払い日: 2011年6月20日) 

  2011年8月25日   2011年度第2四半期及び上半期決算発表 

  2011年 11月10日  2011年度第3四半期決算発表 
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 クレディクレディクレディクレディ・・・・アグリコルアグリコルアグリコルアグリコル・・・・グループグループグループグループ S.A.連結結果連結結果連結結果連結結果 

 

 

 

2010年のクレディ・アグリコル・グループS.A.の銀行業務純利益は、前年同期比12.2%増の201億ユーロに達し

ました。また、同一条件及び一定の為替レートでは、7.8%の増加となりました。営業費用は同一条件及び一定為

替レートでは3.9%の上昇に留まりましたが、132億ユーロの営業費用営業費用営業費用営業費用を差し引いた営業総利益営業総利益営業総利益営業総利益は69億ユーロに

達しました。同利益は、2010年度では20.5%増加し、同一条件及び一定為替レートでは16.1%増となりました。 

 

営業総利益営業総利益営業総利益営業総利益のこの堅調な増加は、事業部門のリストラクチャリングによる費用の削減によって可能になった

のであり、主にリテール・バンキングの業績結果が優れていたことによるものです。 

 

「関連会社の利益」に含まれる地域銀行によるクレディ・アグリコルS.A.の純利益への寄与は、顧客業務による

銀行業務純利益が6.3%増加したため、堅調な伸びを見せました。一方、コスト比率は50.2%に低下しました（NICE

プロジェクトの費用を除きます）。LCLは、その事業が長期間に渡り回復しており、2010年度は5.5%の着実な伸び

を達成しました。銀行業務純利益では2.5%の伸びを見せ、一般の営業費用は厳しく抑えられました（僅か0.9%の

増加に留まり、この増加率は競争力プランの目標値を下回ることができました）。国際リテール・バンキングでは、

エンポリキの業績結果においてはその改善の効果を明確に示してきており、営業総利益が2009年度の水準の3

倍となりました。エンポリキを除く、国際リテール・バンキングの営業総利益は、8億5,900万ユーロでした。 

 

専門金融サービスの事業部門もまた着実な伸びを達成しました。専門金融サービスでは、営業総利益は前年

同期比12.0%増の22億ユーロに達しました。これは主に、消費者金融事業の健全な伸びに支えられたものです。

資産運用事業も良好な業績を達成しました。保険事業では、事業運営の効率化が更に高められ、営業総利益が

32.5%の増加となりました。資産運用では、アムンディ（Amundi）の統合が成功し、リストラクチャリング費用前で、

17.4%増の6億9,100万ユーロに達しました。 

 

CA-CIBでは、事業ごとにまちまちな業績結果となりました。ストラクチャード・ファイナンスが優れた業績を達成

（ファイナンス事業は56.0%増加）したものの、2010年度中は厳しいマーケット状況が続きました（資本市場及び投

資銀行部門の営業総利益は65.3%減少しました）。その一方で、非継続事業の影響が顕著に低下（67.2%低下）し

ました。 

 

各事業部門の堅調な業績と合理化に向けた努力による費用抑制によって、クレディ・アグリコルS.A.のコスト比

率は、前年同期比で2.4%減の65.5%となりました。 
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2010年期首から始まったリスクリスクリスクリスク関連費用関連費用関連費用関連費用の減少は、期末には19.4%まで低下しました。この低下は主にCA-CIB

の継続事業によるところ大きく、同部門のリスク関連費用は 72.6%低下しました。LCL のリスク関連費用も同様に

著しく減少しました（17.4%）。国際リテール・バンキング（エンポリキを除く）と専門金融サービスも、前述の部門程

ではありませんが、リスク関連費用が低下しており、それぞれ2.4%、1.7%低下しました。エンポリキでは、2010年

度のリスク関連費用は 10億2,200万ユーロと高水準でしたが、経過年数の長いローンに集中していました。 

 

クレディ・アグリコルS.A.全体では、2010年.のリスク関連費用は38億ユーロとなり、1年前の平均残高の104ポイ

ント・ベーシス・ポイントに対し、平均残高の77ベーシス・ポイントでした。問題のあるローンのカバー・レシオは

65.8%で、引当金を除いた場合50.3%となりました。 

 

関連会社関連会社関連会社関連会社のののの純利益純利益純利益純利益は、インテサ・サンパオロの株式持ち分を連結から除外したマイナス影響分12億4000万ユ

ーロを含めて、6,500万ユーロとなりました。このマイナス影響分により、地域銀行の持ち分の純利益増加分、前

年比16.4％増の9億5,700万ユーロが、一部相殺される結果となりました。 

 

そのそのそのその他他他他のののの資産及資産及資産及資産及びびびび営業権価額営業権価額営業権価額営業権価額のののの変動変動変動変動からのからのからのからの純損失純損失純損失純損失である- 6億2,200万ユーロには、エンポリキの営業権の減

損費用4億1,800万ユーロが含まれています。また、インテサ・サンパオロ株式の売却によるマイナス影響分1億

7,100万ユーロも含まれています。 

 

8億7,700万ユーロの法人税法人税法人税法人税引後、また保険の資産移転譲渡税（exit tax）に対する新基準の会計処理に4億ユー

ロを上回るプラス影響額を考慮に入れた後のクレディ・アグリコルS.A.純利益純利益純利益純利益グループグループグループグループ帰属分帰属分帰属分帰属分は2009年比12．3%

増加の12億6,300万ユーロに達しました。 

 

2010年第年第年第年第4四半期四半期四半期四半期のののの純利益純利益純利益純利益グループグループグループグループ帰属分帰属分帰属分帰属分は、‐3億2,800万ユーロに達しました。営業総利益は14億ユーロで、

2009年第4四半期比8.1%の増加となりました。これは各事業部門の事業及び経営の安定した伸びと、リスク関連

費用41.8%の減少を反映しています。業績は、インテサ・サンパオロの株式持ち分の連結除外部分による損失額

が悪影響を及ぼす結果となりました。インテサ・サンパオロは、保険のexit taxに対する新基準の会計処理による

プラスの影響額によって僅かだけ相殺されました。 

 

財務状況財務状況財務状況財務状況 

 

2010年の第4四半期は、2つの主な要因がクレディ・アグリコルS.A.のリスク加重資産、自己資本、及びクレジッ

ト・レシオに対し著しい影響を与えました。それらは、地域銀行における持ち分の会計処理方法の変更、及びイ

ンテサ・サンパオロの株式持ち分の連結除外です。 

 

2010年12月31日現在、クレディ・アグリコルS.A.のCRDリスク加重資産は、3,720億ユーロに達し、2009年9月比で

13.7%の、2010年9月比で13.9%の増加となりました。この大幅な増加は、地域銀行のクレディ・アグリコルの株式

持ち分の会計処理基準の変更によるものです： 2010年第4四半期に初めて、この投資が持ち分から控除されず

に、加重された後のリスク加重資産の合計に加えられました。この会計基準の変更による影響で、リスク加重資

産が更に463億ユーロ増えましたが、もしそれを除いたならば、CRDリスク加重資産は2010年9月、2009年12月時

に比べてより安定した数字になっていたでしょう。更に、インテサ・サンパオロの持ち分株式の売却により、2010

年度末の合計リスク加重資産が36億ユーロ増加しました。 

 

2010年12月31日現在のクレディ・アグリコルS.A.のティア１キャピタルは、控除前が880億ユーロに達し、2009年

12月31日現在に対し2.3%の増加となりました。 

 

全体では、2010年12月31日のCRDレシオは、同年9月30日現在の10.3%に対し、12.8%でした。このうち、+2.0%は

地域銀行の持ち分株式の新規会計基準変更によるものであり、+0.3%はインテサ・サンパオロの株式持ち分の

連結除外、+0.2%が第4四半期中の増加によるものです。ティア1レシオは2010年9月30日現在の10.0%から2010年

12月31日現在の10.6%へと上昇しました；前述の3つの主な要因による影響はそれぞれ+0.4%、 -0.1% 、+0.3%でし

た。コア・ティア１レシオは9月30日現在の9.8%に対して、8.4%となりました。この低下は、上記の期間の2つの大
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きな会計基準の変更によるものです。 

 

2010年度末のクレディ・アグリコル・グループのリスク加重資産は、2009年12月31日現在比4.3%増の5億6,200万

ユーロとなりました。2010年12月31日現在、CRDレシオは11.7%、ティア1レシオが10.3%、コア・ティア１レシオが

8.8%でした。旧基準（unfloored）の場合、これらのレシオはそれぞれ13.7％、11.7%、10.1%になります。 

 

増資に頼ることなく、新バーゼルIIIに備えるために、クレディ・アグリコルS.A.は、株主の前払い金及び劣後債

（T3CJ）の債務と保証との変更の準備を進めています。2011年には、これらの証券は償還され、いわゆる変更保

証となり、55億ユーロに相当するティア1キャピタルが地域銀行から供給されることになります。 

 

リファイナンスの面では、当グループは合計250億ユーロの2010年のプログラムのうち112%を完了しました。

また、その平均償還年限条件は、2009年の5.1年から2010年の6.9年に大幅に延長されました。調達資金は、その

通貨においても上手く分散されています。更に、2つの新規MTNプログラムがローンチされました。一つは

USMTNで、もう一つは豪ドル建のプログラムです。見通しとしては、2011年のプログラムは270億ユーロで予定さ

れ、この内訳はマーケットで調達される220億ユーロと、当グループのネットワークを通して調達される50億とな

ります。2011年のプログラムは2011年の最初の5週間で100億ユーロが調達され、良好なスタートを切りました。

2011年1月末現在で、今年度のプログラムの37%が既に完了しています。クレディ・アグリコル・グループは、2010

年12月31日現在で1,500億ユーロに達する流動性準備金を保有しています。 

 

部門別決部門別決部門別決部門別決算算算算 

 

1. フランスフランスフランスフランス国内国内国内国内ののののリテールリテールリテールリテール・・・・バンキングバンキングバンキングバンキング 

 

1.1. – クレディクレディクレディクレディ・・・・アグリコルアグリコルアグリコルアグリコル地域銀行地域銀行地域銀行地域銀行 

 

 

*2009年まで地域銀行から受取った配当の税効果 

1.2. – LCL 
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2. 国際国際国際国際リテールリテールリテールリテール・・・・バンキングバンキングバンキングバンキング 

 

注： 下記の数字は、2010年の第3四半期にBIMRを、2010年の第1四半期にクレディ・ウルグアイ・バンコ（Crédit 

Uruguay Banco )を非継続事業に加えたことによる影響額を修正表示してあります。 

 

2010年第4四半期の国際リテール・バンキングの業績は、支店ネットワークの経営改善を反映しています。特

にエンポリキにおいて、経営改善が見られました。その一方で、ギリシアの経済状況の悪化は、引き続き経営

状況に悪影響を与えました。 

 

2010年度の当事業部門の純利益純利益純利益純利益グループグループグループグループ帰属分帰属分帰属分帰属分は、第4四半期の9,000万ユーロの損失を含めて、9億2,800万

ユーロの損失を計上しました。2010年度の純利益は、エンポリキの営業権減損費用を含むエンポリキの損失額

12億ユーロ（第4四半期の損失額は1億1,100万ユーロ）の影響を受けました。 

 
* エンポリキを除く 

2010年のエンポリキエンポリキエンポリキエンポリキを除く銀行業務純利益は、2.0％増となりました。これは、特に2010年はイタリア経済にお

けるより厳しい状況下でスタートしたものの、その後の拠点網が健全に運営されたことを反映しています。カリ

パルマの銀行純利益は、第2四半期以降順調に増加し、前年同期比でほぼ同水準となりました（-0.4%）。2010年

の営業費用の4.5％の増加は、支店のネットワークのための投資を反映しています。2010年のリスク関連費用は

2.4％減少し、第4四半期では、前年同期比で16.6％の大幅減となりました。更に、第4四半期の当事業部門は、セ

ルビアでの営業権減損費用が発生し、関連会社の寄与分は減少しました。全体では純利益グループ帰属分は、

エンポリキを除いて2億7,200万ユーロの黒字となりました。 

 

イタリアイタリアイタリアイタリアでは、第4四半期にカリパルマ・グループが引き続き堅調な伸びを見せ、厳しい経済状況が続いたに

も拘わらず、収益性を維持することができました。2010年度の顧客資産及び貸付残高の伸びは、市場平均を上

回る結果となりました1。当事業の推進力により、2010年第4四半期の銀行業務純利益は前年同期比で4.8％増の

3億7,200万ユーロに達しました。 

第4四半期の営業費用は、カリペズィア（Carispezia）の初期統合関連費用とインテサ・サンパオロ（Intesa Sanpaolo）

からの新支店の買収費用のために悪影響を受けました。これらの統合費用を除いた営業費用は、ほぼ横ばい

で安定しました（第4四半期同期比で0.6％の増加）。2010年度は、カリパルマのコスト比率は、57.5％となり、同年

のBanca Finanzaのランキングで再び第1位となりました（当ランキングは安定性、収益性、生産性を基準としてい

ます）。 

全体では、カリパルマは2010年度の純利益グループ帰属分で、第4四半期の4,500万ユーロを含む1億6,400万

ユーロを寄与しました。 

 

1 出典 : Prometeia – 銀行貸借対照表予測 
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ギリシアギリシアギリシアギリシアでは、エンポリキの営業収益性が顕著に改善しました。第4四半期の営業総利益は前年同期比で4.3

倍に伸び、7,100 万ユーロに達しました。この極めて良好な傾向は、金利差益が回復した結果、第 4 四半期の銀

行純利益が前年同期比で 7.0％大幅増加したことによるものです。業務再編及び発展プランの更新を着実に果

たすため、エンポリキは、厳格な費用抑制方針を導入しました。その結果、第4四半期は前年同期比で24.7％費

用が削減されました。全体では、事業再編費用を除いた 2010 年第 4 四半期のエンポリキのコスト比率は、前年

同期比で 20.5％減少し、64,.2％となりました。 

 

2010年第4四半期のリスク関連費用は- 1億9,400万ユーロとなり、第3四半期に比べて改善しました。リスク関連

費用は、ローンの経過年数の長いローンに集中しました。新規ローンの健全性は確認されています。更に、要

管理債権に分類されるローンは減少しました。 

 

全体では、エンポリキの純利益グループ帰属分に対する寄与は、2010年第4四半期が- 1億1,100万ユーロでし

た。2010年度のエンポリキの純利益帰属分に対する寄与は、ギリシア経済の悪化を踏まえた業務再編及び発展

プランをアップデートした、第2四半期に計上分の営業権減損費用 4億1,800万ユーロを含めて、- 12億ユーロとな

りました。 

 

3. 専門金融専門金融専門金融専門金融サービスサービスサービスサービス 

 

4. 資産運用資産運用資産運用資産運用、、、、保険保険保険保険、、、、プライベートプライベートプライベートプライベート・・・・バンキングバンキングバンキングバンキング 

 

(*) 同一条件の下でのBTFの資産運用事業を含みます。 

(**)2009年の数値は、BTF銀行(BTF)からコーポレート・センターへの移管を修正表示してあります。
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5. CA-CIB 

 

CA-CIBは、全体で4期連続して収益を上げました。2010年度の継続事業の純利益グループ帰属分は、15億5000

万ユーロとなり、2008年の業務再編及び発展プランで設定された目標値を10億ユーロも超える結果となりまし

た。 

 

第4四半期の継続事業は着実な収益を計上し、純利益グループ帰属分は、社債発行とローン・ヘッジの再評

価による修正後で3億7,400万ユーロに達しました。これはファイナンス事業の収益が引き続き高かったことと、こ

れとは逆に複雑なマーケット環境が長引く中で、債券関連の業績が相対的に弱かったことを反映しています。

2010年度期首からの傾向を維持して、リスク関連費用は1,600万ユーロ減少し、良好な結果となりました。非継続

事業の損失は引き続き減少し、第4四半期の費用は9,100万ユーロ（グループ帰属分）に抑えられました。最後に、

営業費用は第3四半期よりも増加しましたが、これは主に社員に対する様々な新規繰り延べ賞与の計上による

ものです。2010年度は、継続事業のコスト比率が60%以下で維持されました。 

 

 

 

* 社債発行及びローン・ヘッジの再評価による修正後 

 

ファイナンスファイナンスファイナンスファイナンス事業事業事業事業 

 
 

2010年度は、ローン・ヘッジのアクティブ運用によりローン・ポートフォリオのボラティリティが著しく減少し、そ

の影響度はさほど重要でないレベルまで低下しました：銀行業務純利益に対する影響額は 2009年度の- 4億
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2,000万ユーロに比べ2010年度が- 1,600万ユーロとなり、2009年第4四半期の- 5,200万ユーロに比べて2010年度第4

四半期は600万ユーロでした。 

 

ファイナンス事業は、前期までと同じ傾向をたどり、事業が高水準を維持したため、2010年第4四半期は再び

優れた業績結果を達成しました。ローン・ヘッジの再評価後の銀行業務純利益は2009年第4四半期比で15.8%増

加しました。純利益は、同年同期比で2.6倍増加し、4億4,900万ユーロに達しました。2010年度では、純利益は13億

5,500万ユーロと2009年度の4.5倍に達しました。 

 

ストラクチャード・ファイナンスの収益は2010年第3四半期に記録的な結果を達成しましたが、第4四半期も安定

して高水準となりました。2009年第4四半期比で15%増加しました。クレディ・アグリコルCIBは、企業買収ファイナ

ンス、航空機ファイナンスで再び良好な業績を達成しました。航空機ファイナンスにおいては、クレディ・アグリコ

ルCIBは、「エアークラフト・ファイナンス・ハウス・オブ・ザ・イヤー」に、同賞の創設以来5年連続で選ばれていま

す。（出典：Jane’s Transport Finance） 

 

商業銀行部門の運営は回復力を見せ、クレディ・アグリコルCIBはシンジケーションでは圧倒的上位を維持し

ました。フランスでは13.5%のマーケット・シェアを確保し、シンジケーション・ビジネスでは3位から1位に上昇しま

した。 

 

2010年度中継続してきたリスク関連費用の低下傾向を反映して、第4四半期のリスク関連費用は2,500万ユーロ

の戻し入れとなりました。2010年度では、要注意先のセクターならびに取引先企業の景況改善を反映して82.5%

減少しました。引当金は、2009年12月31日現在の16億ユーロに対し、2010年12月31日現在でおよそ14億ユーロと

なりました。 

 

資本市場部門及資本市場部門及資本市場部門及資本市場部門及びびびび投資銀行部門投資銀行部門投資銀行部門投資銀行部門 

 
*2010年第4四半期の純利益は、コラテラル付スワップの評価額の変動から生ずる 1億2,000万ユーロを含んでいます、 

 

2010年は極めて困難で不安定なマーケット状況が続く中、同年第4四半期の資本市場及び投資銀行部門の収

益は 8.0%減、同年度の収益は 14.7%減となりました。 

 

債券関連部門では、第4四半期の営業収益は第3四半期とほぼ同じでした。この比較的安定した状態は、主に

証券化業務、資金取引及び外国為替取引などによるものであり、これらは良好な水準を維持しました。一方で、

債券取引はマーケットの他の事業同様、低迷しました。 
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株式部門は、第4四半期の収益が前年同期比で11%増加し、第3四半期の低迷後、持ち直す結果となりました。

2010年度は、当事業部門の収益は15億ユーロと安定しました。ブローカレッジ業務は欧州のマーケットの長引く

低迷による出来高の減少に悪影響を受けました。CLSAは、引き続き急速に拡大するアジアのマーケットに支え

られ、目覚ましい好業績を達成しました。2010年度のCLSAは、現地の取引先が、株式のブローカレッジ・マーケ

ットの9.5%シェアを占め、アジアの証券業務で主導的立場となりました（出典： グリニッチ・アソーシエーツ）。当

グループは、CITIC証券と独占的交渉を進め、この交渉期限は2011年6月30日まで延長されました。第4四半期は

投資銀行部門も再び良好な業績結果を達成しました。2010年度は、クレディ・アグリコルCIB株式の市場関連業務

のランキングは、フランス国内で第2位となりました（出典： トムソン・ファイナンシャル）。 

 

2010 年の第 4 四半期は、困難なマーケット状況が長引いたにも拘わらず、継続事業の VaR（最大損失予想額)

は、慎重なマーケット・リスク管理方針を反映して過去数年間に渡って低水準に抑えられています。 

 

非継続事業非継続事業非継続事業非継続事業 

 
ポートフォリオの積極的管理を継続する中で、クレディ・アグリコル CIB は非継続事業の損失を更に削減する

ことができました。2010年の第4四半期は 9,300万ユーロとなり（前年同期比72.7%減）、2010年度は 5億5,700万

ユーロ（前年同期比62.6%減）となりました。第4四半期のエキゾチック・エクイティ・デリバティブからの影響は軽

微で、2010年度通年では僅かながらプラスとなりました。 

 

2010年第4四半期のCDO、CLO、ABSのポートフォリオに関しては、自己取引勘定と銀行勘定の評価基準の改訂

は大きな影響をもたらすものではありませんでした。CDE、ABS、CLOポートフォリオの銀行業務純利益は2009年

第4四半期の- 3億7,800万ユーロに対して、2010年の第4四半期は- 4,700万ユーロに達しました。2010年度の銀行

業務純利益は、2009年度の- 11億ユーロに対して、- 2億6,800万ユーロとなりました。残存するエクスポージャー

は引き続きよりアクティブな管理が行われました（リストラクチャリングや売却等）。 

 

コリレーション・ポートフォリオにおけるリスクパターンとその管理は、2009年6月に導入された安定化プランに

沿ったものでした。 

 

最後に、2008年10月に行われた金融資産のローンと債券への再分類により、2010年第4四半期に5,500万ユー

ロの税引き前利益が相殺されました。 
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6. コーポレートコーポレートコーポレートコーポレート・・・・センターセンターセンターセンター 

                

 
*2009年の数値は、BTF銀行(BTF)からコーポレート・センターへの移管を修正表示してあります。 

 

2010年の第4四半期のコーポレート・センターの業績結果は、2つの例外項目から重大な影響を受けました：そ

れらの例外項目とは、インテサ・サンパオロの株式持ち分を連結から外したこと（関連会社の利益に対するマイ

ナス影響額12.4億ユーロ）と、生命保険契約の資産移転譲渡税(exit tax)を会計処理で認識したことです（法人税に

対するプラスの影響額4億ユーロ）。全体では、コーポレート・センターの純利益グループ帰属分は14億ユーロ

の損失となりました。 

 

会計年度ごとに異なる例外項目があるため、業績結果を2期だけで容易に比較することはできません。 

 

2009年の銀行業務純利益では、社債償還差益2億1,800万ユーロが含まれていました。一方、インテサ・サンパ

オロの株式持ち分を初めて連結したことにより2億1,200万ユーロの関連会社の損失が発生しました。 

 

2010年は、第4四半期の上記のオペレーションに加えて、クレディ・アグリコルS.A.はインテサ・サンパオロとの

合意のもと、イタリアの銀行の株の一部を売却しました。これによって、その他の資産に対する純利益部分にお

いて、1億7,100万ユーロの損失が認識されました。2010年は、エバーグリーン・プロジェクト（グループ移転プロジ

ェクト）や、シャルトル・データ・センター並びにニース・ITプロジェクトを含んだ部門個別費を計上した結果、営業

費用が19.6%増加しました。 
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 クレディクレディクレディクレディ・・・・アグリコルアグリコルアグリコルアグリコル・・・・グループグループグループグループ連結決算連結決算連結決算連結決算 

 

2010年のクレディ・アグリコル・グループの銀行業務純利益は、2009年比9.3%増の342億ユーロに達しました。

営業費用は、連結範囲の変更による著しい影響とリストラクチャリング費用を反映して、6.1%に抑えられました。

営業総利益は、14.6%増と大幅に増加し134億ユーロに達しました。これはフランスのリテール・バンキング、特に

地域銀行、資産運用、保険、プライベート・バンキングの着実な業績を反映しています。 

 

リクス関連費用は、フランスのリテール・バンキング、ファイナンス事業のリスク関連費用の減少傾向により、

またそれらの事業部門よりも減少程度は小さかったものの専門金融サービス部門でのリスク関連費用の減少

によって、19.9%低下しました。この減少は、ギリシャのエンポリキのための引当金増加を十分に相殺することが

できました。 

 

関連会社からの利益では、その他の資産と営業権価額の変動に関する純利益が、例外的な項目によって著

しい影響を受けました。インテサ・サンパオロS.p.Aの株式持ち分を連結から外したことと、インテサ・サンパオロ

の株式持ち分の0.8%の売却損、並びにエンポリキの営業権減損費用（2010年の第2四半期に4億4,500万ユーロ）

がそれらの項目です。こうした例外的項目にも拘わらず、純利益グループ帰属分は、36億1,100万ユーロとなり、

2009年比31.5%増という結果と生むことができました。 

 

 
クレディ・アグリコルS.A.の2010年の第4四半期の財務情報は、当プレスリリースと添付プレゼンテーションから構成されています。全ての情報

規制は、登録情報も含めて、www.credit-agricole.com/en/Finance-and-Shareholders の“財務情報”で入手することが可能です。これらの情報は、フラン

ス金融市場監督庁の定める 51-1-2 of the Code Monétaire et Financier and articles 222-1 et seq. of the AMF General Regulationの規定に従って、クレディ・アグ

リコルS.A.により公開されています。 

 


